
４　救命救急センター

４－１  月別入院患者状況 （人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365

新 入 室 182 159 148 189 200 179 182 191 194 249 188 177 2,238

転 入 16 17 6 12 10 15 17 18 20 16 12 12 171

退 院 16 22 8 19 16 13 10 16 14 16 23 12 185

転 出 181 154 145 180 194 182 186 195 201 246 179 178 2,221

延 在 室 247 233 231 256 337 302 279 317 324 362 337 276 3,501

一 日 平 均 8.2 7.5 7.7 8.3 10.9 10.1 9.0 10.6 10.5 11.7 12.0 8.9 9.6

利 用 率 (%) 54.9 50.1 51.3 55.1 72.5 67.1 60.0 70.4 69.7 77.8 80.2 59.4 -

稼 働 率 (%) 98.7 88.0 85.3 97.8 117.6 110.4 102.2 117.3 115.9 134.2 128.3 100.2 -

新 入 室 12 9 7 8 5 7 5 10 8 7 5 16 99

転 入 95 74 63 84 77 74 73 75 92 107 69 75 958

退 院 34 20 26 34 23 26 28 21 21 23 26 24 306

転 出 75 63 44 59 56 51 52 69 83 82 50 63 747

延 在 室 447 408 512 554 536 566 610 579 522 541 574 607 6,456

一 日 平 均 14.9 13.2 17.1 17.9 17.3 18.9 19.7 19.3 16.8 17.5 20.5 19.6 17.7

利 用 率 (%) 62.1 54.8 71.1 74.5 72.0 78.6 82.0 80.4 70.2 72.7 85.4 81.6 -

稼 働 率 (%) 77.2 66.0 80.8 87.0 82.7 89.3 92.7 92.9 84.1 86.8 96.7 93.3 -
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救命救急センターでは、13名の救急専従医（うち整形外科医3名）と5名の非常勤医師により、多

様化・重症化する救急患者さんに対応している。集中治療、外傷診療、循環管理、脳神経救急、整

形外科救急など、それぞれの専門性を活かした集学的医療体制を構築し、重症外傷、多発外傷、広

範囲熱傷、重症感染症、急性循環不全、重症呼吸不全、中毒、心肺停止後症候群など、三次救急医

療を必要とする重症患者さんを24時間365日体制で受け入れている。また、院内外の関係診療科や

メディカルスタッフと密接に連携しながら、高度急性期医療を担う大学病院として、重症患者さん

に対する迅速かつ継続的な診療体制の維持に努めている。

2025年度は、新型コロナウイルス感染症流行後の救急医療需要の変化に対応しながら、高齢化に

伴う複雑な基礎疾患を有する重症患者さんや、多臓器管理を必要とする症例への対応が増加した。

地域医療機関や消防機関との連携強化に努め、救急搬送受け入れ体制の維持・強化を図るとともに、

EICUを中心とした高度急性期管理を実践した。特に、重症感染症、急性循環不全、重症呼吸不全な

ど集中治療管理を要する患者さんに対しては、人工呼吸管理、血液浄化療法、循環補助管理などを

含めた集学的治療を行い、救命率向上と早期社会復帰を目指した診療を実践している。さらに、院

内急変対応や重症患者搬送にも積極的に関与し、院内全体の重症患者診療体制の強化にも取り組ん

だ。

月別入院患者状況では、EICU新入室患者数は2024年度の1,502人から2025年度は2,238人へ大幅に

増加し、年間を通して重症患者受け入れ件数の増加を認めた。特に2025年度後半から冬季にかけて

増加傾向が顕著であり、1月には249人、2月には188人の新入室患者を受け入れるなど、高い受け入

れ需要が継続した。また、EICU利用率および稼働率も年間を通して高水準で推移し、2月には利用

率80.2％、稼働率128.3％に達した。一方、救急病棟延在室患者数は2024年度とほぼ同水準で推移

しており、EICUとの機能分担を図りながら、重症患者さんの継続的な管理および後方支援体制の強

化に努めた。救急搬送件数や重症患者受け入れ件数の増加に伴い、限られた病床資源を有効活用し

ながら、地域における高度救急医療需要への対応を継続した。

さらに、若手医師教育にも力を入れており、救急初療、外傷対応、集中治療管理、災害医療など

幅広い分野において教育・指導を行っている。多職種合同カンファレンスやシミュレーション教育

を通じて、救急診療能力およびチーム医療体制の向上にも取り組んでいる。今後も高度救命救急医

療を担う大学病院として、地域医療機関との連携を強化しながら、安全で質の高い救急医療の提供

に努めていく。
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４－２  2025年度住所地別患者数の構成比率(合計1,305人)

４－３  2025年度主要傷病別患者数の構成比率(合計1,305人)

４－４  2025年度年齢別患者数の構成比率(合計1,305人)

5～9才/4人/0.3%

10～14才/6人/0.5% 15～19才/26人/2.0%

20～29才/34人/2.6%

30～39才/43人/3.3%

40～49才/51人/3.9%

50～59才/144人/11.0%

60～69才/194人/14.9%

70才以上/803人/61.5%

神経系疾患/272人/20.8%

耳鼻咽喉科系疾患/5人/0.4%

呼吸器系疾患/100人
/7.7%

循環器系疾患/382人/29.3%

消化器系疾患、肝臓・胆道・膵臓疾患/83人/6.4%

筋骨格系疾患/22人/1.7%

皮膚・皮下組織の疾患/9人/0.7%

乳房の疾患/2人/0.2%

内分泌・栄養・代謝に関する疾患

/43人/3.3%

腎・尿路系疾患及び男性生殖器系疾…

女性生殖器系疾患及び…

血液・造血器・免疫臓器の疾患

/29人/2.2%

新生児疾患、先天性奇形/1人/0.1%

外傷・熱傷・中毒/245人/18.8%

精神疾患/4人/0.3%

その他/63人/4.8%

西宮市/647人/49.6%

尼崎市/231人/17.7%

宝塚市/65人/5.0%

芦屋市/79人/6.1%

神戸市/47人/3.6%

伊丹市/41人/3.1%

川西市/38人/2.9%

その他県内/56人/4.3%

県外/95人/7.3% 不明/6人/0.5%
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